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アウトドアのご飯はおいしい！
大
き
な
地
震
た
っ
た
。
震
災
を

受
け
た
地
域
に
は
気
の
毒
で
あ
っ

た
が
、
我
が
村
に
被
害
が
な
く
て

ホ
ッ
と
し
て
い
る
。
激
し
い
揺
れ

に
な
っ
た
と
き
、
皆
さ
ん
は
何
を

真
っ
先
に
か
ば
い
ま
し
た
か
。
も

し
か
し
た
ら
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
と
ソ

フ
ト
を
持
っ
て
遐
難
し
か
子
加
い

る
か
も
知
れ
な
い
。

夏
と
い
え
ば
お
盆
で
あ
る
。
前

年
の
盆
以
後
に
死
者
を
出
し
た
家

で
は
新
盆
と
か
初
盆
と
か
い
う
。

幵
戛
。
我
が
村
で
新
盆
を
迎
え
る

の
は
約
六
十
の
家
庭
。
小
さ
な
村

に
と
っ
て
少
な
い
数
字
と
は
言
え

な
い
。
人
囗
高
齢
化
の
な
せ
る
と

こ
ろ
だ
ろ
つヽ
。

そ
う
い
え
ば
、
小
さ
い
頃
お
盆

に
な
る
と
毋
に
み
そ
萩
を
採
っ
て

く
る
よ
う
に
言
い
つ
け
ら
れ
た
。

サ
、
近
く
で
み
そ
萩
を
見
つ
け
る

の
は
難
し
い
。
お
盆
に
実
家
へ
帰

っ
た
人
だ
も
の
目
に
、
村
の
自
然

は
ど
う
映
る
の
だ
う
っ
か
。
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広報よもぎた

あ
ず
ま
し
い
湯
っ
こ
だ
ヨ
！

十
万

人
目

は
柿
崎
ユ

キ
エ
（

広
瀬

）
さ
ん

村長から柿崎ユキエ(広瀬)さんへ記念品と花束贈呈

10万１人目は東沢さんファミリー99,999人目となった福井久美子さん

ふ

れ

あ

い

セ

ン

タ

ー

。
よ

も

ぎ

温

泉

″

の

利

用

者

が

七

月

七

日

（
水

）
午

後

七

時

、

十

万

人

を

突

破

し

ま
し

た
。

十
万

人

目

と

な

っ

た

柿

崎

ユ

キ

エ
　（

広

瀬

）

さ

ん

と

、
ご
朋
後

賞

”

の
福

井

久

美

子

（

六

枚

橋

）
さ

ん

、

束

沢

柳

一
　（
阿

弥

陀

川

）

さ

ん

に

は

花

束

と
記

念

品

が
贈

ら

れ

ま

し

た
。贈
呈

式

は

、

翌

日

の
午

前

十

時

か

ら

、

同

温

泉

の

ロ

ビ
ー

で

行

わ

れ
八

戸

良

次

郎

村

長

か
ら

「

こ

れ

か

ら

も

温

泉

を

ご
利

用

く

だ

さ

い

あ

り

が

と
う

ご
ざ

い
ま

し

た

」

と

花
束

と

記

念

品

を

三

人

に
手

渡

し

ま
し

た

。

十
万

人

目

の

柿

崎

ユ

キ

エ
さ

ん

は

「
温

泉

に

は

親

子

三

人

で

毎

日

の

よ
う

に
来

て

い
ま

す

。

神

経

痛

が

軽

く

な

り

温

泉

が
で

き

て

本

当

に

幸

せ

で

す

」

と

。

福

井

久

美

子

さ

ん

は

「

仕

事

が
早

く

終

わ

っ

た

時

に

、

よ

く

毋

と

来

て

い
ま

す

」

と

。

ま

た

、

東

沢

さ

ん

は

「
週

三

回

か

ら

四

回

来

て

い

る
。

サ

ウ

ナ

に

も

よ

く

入

る

よ

」

と

話
し

て

い

ま
し

た
。

十

万

人

を

突

破

し

た

。
よ

も

ぎ

温

泉

″

に

つ

い
て

、

八

戸

良

次

郎

村

長

は

「

村

の

健

康

増

進

対

策

と

し

て

温

泉

を

掘

削

し

た

訳

で

す

が

あ

り

か

た

い
こ

と
に

、

今

日

で

十

万

人

を

突
破

し

、

ひ

じ

ょ

う

に
嬉

し

く

思

っ

て

い
ま

す

。

こ

れ

を
契

饑

に
ま
す
ま
す
温

泉

が
、
住

民
の

健

康
増
進
対

策
と
し

て
利
用

さ
れ

る
よ
う

に
心

か
ら
願

っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し

た
。

み
な
さ
ん

。
よ
も

ぎ
温

泉

″
を

お
お

い
に
利
用
し

、
身

も
心
も
リ

フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ふょ
し
ょ

つヽ
。

“よもぎ温泉”利用者十万人突破● 2

″
よ
も
ぎ
温
泉
″
利
用
者
十
万
人
突
破



クリーン

アップ

作　戦
370名が玉松周辺

清掃奉仕

海
水
浴
場
開
き
を
控
え
た
七
月
二
十
日
（
火
）
、
玉
松
台
か

ら
海
岸
一
帯
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
蓬
田
小
学
校
青
少
年
赤

十
字
団
高
学
年

匸
二
八
名
、
赤
十
字
奉
仕
団
四
十
名
、
高
齢
者

教
室
生
百
五
十
名
、
漁
業
関
係
者
四
十
名
が
一
斉
に
清
掃
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

作
業
は
、
役
割
を
分
担
し
高
齢
者
が
草
刈
り
を
す
る
と
、
動

き
の
機
敏
な
子
供
達
は
草
集
め
。
奉
仕
団
の
婦
人
は
草
取
り
、

漁
業
関
係
の
方
は
、
海
岸
に
流
れ
つ
い
た
粗
大
ゴ
ミ
の
か
た
ず

け
、
そ
の
ほ
か
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
に
全
体
の
ゴ
ミ
拾
い
と
手
際

よ
く
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
小
ｍ

が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
に
も
か
か
わ
ら
ず

約
二
時
間
の
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
お
陰
で
集
め
ら
れ
た

多
量
の
ゴ
ミ
は
ト
ラ
ッ
ク
で
処
分
場
へ
運
ば
れ
、
玉
松
海
水
浴

場
周
辺
は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

作
業
終
了
間
際
に
は
雨
も
本
降
り
と
な
り
参
加
者
は
濡
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
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心のふれあう街づくりを！

第43回東郡社会福祉大会

七
月

十
六
日
（
金

）
、
村
農
業
者
ト

レ

ー

ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
育
て

よ

う
心

の
ふ
れ
あ
う
街

づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
東
郡

の
各
町
村
か
ら
二
五

十
名

が
参
加
し

、
第
四

十
三

回
東
津
軽
郡

社
会

福
祉
大

会

が
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

大
会

は
、
山
館
誠

弘
村
社
会
福

祉
協

議

会
長
の
開

会
の
こ

と
ば
で
始
ま
り

、
つ

づ

い
て
「

今
、
福
祉
社
会

に
思

う
こ

と
」

と

題
し
て
青
森

県
社
会
教

育
委
員

の
富
田

得

治
先
生

が
「
気
付

き
、
考
え

、
実
行
す
る

、

実
践
は
人

を
強
く
す

る
」
と
、
記

念
講
演

が
あ
り

、
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入

っ
て

い
ま
し

た
。

昼
食

を
は
さ
ん
で

の
ア

ト
ラ

ク
シ
ョ
ン

で
は
、
見

事
な
津
軽
民

謡
の
手
踊
り

が
披

露
さ

れ
参

加
者
は
盛
大

な
拍
手

を
お
く
り

ま

し

た

。

午

後

か

ら

は
式

典

が
行

わ

れ
木

戸

市

郎

大

会

長

が

式

辞

を

述

べ

た

後

、

八

戸

良

次

郎

蓬

田

村

長

の

あ

い

さ

つ

が
あ

り

ま

し

た

。

引

き

続

き

、

永

年

に

わ

た

り

、

福

祉

団

体

の

役

員

お

よ

び

民

生

委

員

と
し

て

活

躍

し

功

績

の
あ

っ

た

方

へ

の

表

彰

が
行

わ

れ

、
蓬

田

村

で

は

高

田

仁

吉
（

郷

沢

）
さ

ん

、

畠

山

貞

次

郎

（

郷

沢

）
さ

ん

、
福

井

一

衛
（

郷

沢

）

さ

ん

に

そ

れ

ぞ

れ

賞

状

及

び
記

念

品

が

授

与

さ

れ

ま
し

た

。
そ

の

後

、

佐

藤

義

男

青

森

県

社

会

福

祉

協

議

会

長

、
佐

々

木

善
之

助
東

郡
町

村

会

長

が

祝

辞

を

述

べ

ま

し

た

。

続

い

て

、
表

彰

者

を

代
表
し

畠

山
貞

次
郎

さ

ん

が

謝

辞

を

述

べ
た
後

、
次
期

開

催

地

で

あ

る

蟹

田

町

、

木

戸

英

夫

町

長

の

あ

い

さ

つ

が

あ

り

、
最

後

に
清

水

信

造

蓬

田

村

議

会

議

長

の

万

歳
三

唱

で

、
有

意

義

な

大

会

の

幕

を
閉

じ

ま

し

た

。

総
出
で
側
溝
の
清
掃
！

郷
沢
自
治
会
が
実
施

郷
沢
自
治

会
（
会
長

福
井
俊
雄

）

で
は
七
月
十
一
日
（
日

）
、
全
戸

総
出

で
地
区

全
域

に
あ
た

る
国

道
側
溝

の
清
掃

を
実
施
し
ま
し

た
。

作

業
は
午
前
８
時

か
ら
始

め
ら

れ
ま
し

た

が
、
側
溝

の
泥
上

げ
は

国
道

が
整
備

さ
れ
て
か
ら

初
め
て

と
あ

っ
て
多
量

の
泥

が
堆
積
。

ス

コ

ッ
プ
や
ク
ワ
で
泥

を
上

げ
る
も

の
の
予

想
以
上

の
量

に
作
業

は
、

は

か
ど
り
ま
せ

ん
で
し

た
。
泥

は

次

々
に
ト
ラ

ッ
ク
や
ト

レ
ー
ラ

ー

で
運

び
ま
し

た
が
、
一
日

が
か
り

の
作

業
と
な
り

、
終
了
し

た
の
は

午

後
五

時
を
過

ぎ
ま
し

た
。

郷
沢
地
区

の
皆

さ
ん
本
当

に
お

疲

れ
さ
ま
で
し

た
。



お
願
い
！
交
通
安
全

マ
ス
コ
ッ
ト
配
布

蟹
ｍ

地
区
交

通
安
全
協

会
蓬
田

支

部
（
佐
藤
喜

一
会
長

）
は
、
七

月
二

十
二
日
（
木

）
午
前
十

一
時
、

交
通
安
全
毋

の
会
（
山

舘
洋
子

会

長

）
や

、
交
通
少
年
団

、
坂
本
重

彦
村
議
会

副
議
長
、

坂
本
昭
巳

助

役
、
蟹
田

警
警
署
員
を

は
じ
め
関

係
者
五
十
名
の
協
力
を
得
て
、
玉
松

公
民
館
前
の
国
道
で
道
行
く
ド
ラ
イ

バ
ー
に
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形

や
、
（

ツ
カ
入
り

の
飴
を
配

布
し

交
通
安

全

を
呼

び
か
け
ま
し

た
。

今
回
の

マ
ス
コ

ッ
ト
は
、
中

沢

毋

の
会
の
作
品
で

、
フ
ェ

ル
ト

で

縫

い
上

げ
た
猫

の
人
形
百
個
。
手

の
込
ん

だ
と
て

も
か
わ

い
い
も
の

で
し
た
。
制
服
姿
が
凛

々
し

い
交
通

少

年
団
の
子
供
達

が
マ
ス
コ

ッ
ト

を
差
出
し

「
交

通
安
全

に
気

を
つ

け

て
く

だ
さ
い
」
の
こ

と
ば
に
ド

ラ

イ

バ
ー
も
笑
顔
で
応
え

て

い
ま

し

た
。

『歴史 探訪 』ふるさと
中央公民館実施！

村
の
名
所

、
旧
跡
を

探
訪
し
村

の
歴
史
を
理

解
し

郷
土

愛
を
育

む

こ
と
を
目
的

に
、
七
月

十
日
（

土
）

中

央
公
民
館

が
、
ふ

る
さ
と

。
歴

史
探
訪

”
と
題
し

講
座

を
開
催
し

ま
し

た
。

講
座
に

は
現

地
で
説

明

が
聞
け

る
と
あ
っ
て
二

十
二
名

が
参
加
。

午
前
九
時

、
中

央
公
民
館

か
ら

バ

ス
で
目
的
地

に
向
か

い
ま
し

た
。

名

所
、
旧

跡
の
場
所

は
、
高
根

銅
谷

の
沢
、
三

十
三

観

音
、
玉

松

台
、
大
館
城

跡
、
正
法
院

（
円
空

仏

）
、
阿

弥
陀
川
金
光
上

人
遺

跡
、

傘
松

仏
苑
観

音
堂
の
七
ヵ
所

で
、

そ

れ
ぞ
れ

の
場
所

で
講

師
か
ら
詳

し

い
説
明

か
あ
り

ま
し

た
。

参

加

者

の

中

か
ら

、
玉

松

は

全
体

が
丸

状

だ

か
ら

玉

松

と
思

っ
て

い
た
。
幹

が
円

を
描

い
て
玉

松
な
ん
で
す
ね
。
と
い
う
声
や
、

浜
の
砂
鉄
を
精
練
し
製
鉄
し
て
い

た
と
は
驚
き
。
と
の
声
も
聞
か
れ

る
な
ど
、
参
加
者
に
は
収
穫
の
多

い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
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蓬
田
村
農
業
委
員
会

経
営
体
育
成
特
別
融
資
制
度
の
ご
案
内

経
営
体
育
成
特
別
融
資
制
度
と
は

「
望
ま
し

い
経
営
体
」
の
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
総
合
資
金
制
度
、
土
地
利
用
型
農
業
経

営
体
質
強
化
資
金
、
地
域
農
業
総
合
整
備
資
金
制
度

に
特
別
に
有
利
な
条
件
を
設
け
た
融
資
制
度
と
し
て
、

平
成
５
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

借
入
限
度

額

が
大

幅
に
引
き
上

げ
ら

れ
ま
し

た
。

融
資
率

が

Ｉ
〇
〇
％

に
な
り

ま

し

た
。

全
て

の
借
入
金

に
〇
・
五
％

の

利
子

助
成

が
受

け
ら

れ
ま
す

。

た
だ
し

借
入
利

率
は
三

・
五
％

が
下

限
で
す
。

）

経

営
の
長

期
展
望

が
立
て
や
す

い
よ
う

に
十
年
間

の
借
入
計
画

が
一
括

承
認
さ

れ
、
必
要
な
時

に
資
金
の
借
入
れ
が
で
き
ま
す
。

こ

ん

な

と
き

に

農
地
の
取
得
・
借
地
料
の
支
払

農
地
の
改
良
・
造
成

農
機
具
・
施
設
の
充
実

果
樹
・
花
木
の
新
植
・
改
植
、

家
畜
の
購
入

規
模
拡
大
後
の
経
営
費
用
の
支

払借
入
限
度
額

個
人
経
営
の
場
合
一
億
五
千
万

円

返
済
期
間
　
二
十
五
年

据
置
期
間
　
　
　三
年

借
入
の
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
蓬
田
村
役
場
農

林
水
産
課
か
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
農
協
へ
ど
う
ぞ
。

農地管理図面の活用について

農業委員会では、農地の管理図面を作成しました。（ただ

し土地改良整備済の地区のみ）

農地の交換分合、流動化の助成金対象の有無、作業受委託

助成金対象の有無等に活用ください。

要望があれば、各地域へ出向きます。

農業委員会から●　6

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

利
用
で
き
ま
す
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とり お　 い

捕たてのイカは美味しい！

次

の
日

は
、
午
前

六
時
に
起
床
し

て
朝

食
を
済
ま

せ
た
後

、

バ
ス
で
竜

泊
ラ
イ

ン

登
り

囗
ま
で
移
動
し
、

らようか
ん
だ
い

眺
瞰

台
ま
で
登
り

、

ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア

ッ

プ
し

て

、
一
路
、

ゴ

ー
ル
で
あ

る
厩

石
公

園
に
向

か
っ
た
。
こ

の
日
は
、
朝

か
ら
あ

い
に
く

の
霖
雨

で
、

濃
い
霧
で
美
し

い
海

は
見

え
ず
、
三
厩

名

物

ウ
イ

ン
ド

パ
ー
ク

ブルーロードグルメウォークin 三厩

た
後
、
は
ま
な
温
泉
に
入
浴
。
バ
ス
に
て
パ
ー
テ

ィ
ー
会
場
で
あ
る
三
厩
村
中
央
公
民
館
へ
移
動
。

同
会
場
で
午
後
七
時
過
ぎ
か
ら
始
ま
っ
た
『
グ

ル
メ
パ
上
ア
イ
ー
』
で
は
、
三
厩
村
長
山
田
清
昭

実
行
委
員
長
の
挨
拶
、
参
加
者
を
代
表
し
て
の
乾

琳
の
音
頭
で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
が
始
ま
り
、
地
元
で

捕
た
イ
カ
を
メ
イ
ン
に
し
た
料
理
と
、
齢
え
た
ビ

ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、
一
日
の
疲
れ
を
癒
し
た
。

◇趣　　 旨

私たちの青森県を、もっと素晴らしい、魅力ある地域にしたい。

そんな願いをこめて、新しい青森県をつくるイメージアップ推

進事業がはじまりました。青森県のこんなところをのばしたい、

こんな魅力をプラスしたい…青森県をイメージアップさせるた

めのあなたの夢や考えを50字程度にまとめてご提案ください。

みなさんの声を参考にしながら、青森県のイメージアップを

進めます。

みなさんひとりひとりの声が青森県の未来をつくります。

たくさんのご応募をお待ちします。

◇応募資格

どなたでも結構です。

◇応募方法

官製ハガキに、住所、氏名（フリガナ）、性別、年齢を記入

のうえ、ご郵送ください。

◇募集期間

平成５年８月１日～８月31 日（当日消印有効）

◇発 表 等

応募者のなかから、抽選により100 名様にテレフォンカード

を差し上げます。なお、当選者の発表は、発送をもってかえさ

せていただきます。

◇応募先・問合せ先

青森県企画部調整課　 総合調整担当

〒０３０　青森県青森市長島1-1-1

容０ １ ７ 7 -22-  1 １ １ １内線2  14  9

7 ●ブルーロードグルメウォーフin三厩

七
月
十
日
（

土
）
十
一
日
（
日

）
の
二

日
間
、
三
厩

村
を
主
会

場
に
青

森

地
域
広
域

事
務
組
合
（
管

理
者
佐

々
木

誠
造
青
森
市

長
）
主
催

の
、

第
三

回
ブ

ル
ー
ロ
ー
ド

グ
ル
メ
ウ
ォ

ー
タ

ー
ｎ
三
厩

が
行
わ
れ

た
。

十
日
、
午

後
一
時
よ
り

青
い
海
公
園
前

に
て

、
参

加
者
受
付
。

出
発

式
、
青
森
百

キ

ロ
歩

く
会
会
長

の
伊
奈
か
っ

ぺ
い
氏

の
ピ
ス
ト
ル

の
合

図
で
、
全
員
元

気
に
一

路
三
厩

村
を
目

指
し

て

ス
タ
ー
ト
し

た
。

今
回
の
コ

ー
ス
は
、
青

い
海
公
園

か
ら
フ
ェ
リ

ー
埠
頭
ま
で

歩
き
、

バ
ス
四

台
に
て

今
別

町
高

野
崎
ま
で
移
動

。
同
町

を
八

・
三

キ
ロ
歩

い

百
五
十
名
が
い
い
汗
と

海
の
幸
を
味
わ
う
。

の
風

車
も
見

え
ず
と
参
加

者
に
は

き
の

ど
く

な
天

候
で
あ
り

ま
し

た

が
、
一
人

の
ヶ

が
人
も
無

く
全
員

完

歩
し

た
。

午
後
一
時

過
ぎ
か
ら

始
ま
っ

た

『
や
っ

た
ぜ

パ
上

ア
イ
ー
』
で
は

捕
り
た
て

の
新
鮮
な
イ

カ

が
沢
山

出

さ
れ
、
参

加
者
は
疲

れ
を
忘
れ

て

イ

カ
の
味
を
楽
し
ん

だ
。

パ
ー
テ
ィ
ー
の
終
り
に
は
、
三

厩
村
大
宮
企
画
課
長
よ
り
、
本
村

八
戸
企
画
課
長
ヘ
ブ
ル
ー
ロ
ー
ド

ダ
ル
メ
ウ
ォ
ー
ク
の
横
断
幕
が
引

き
継
が
れ
、
来
年
は
蓬
田
村
を
会

場
に
し
て
開
催
す
る
こ
と
を
約
束

し
て
二
日
間
の
ブ
ル
ー
ロ
ー
ド
ダ

ル
メ
ウ
ォ
ー
ク
の
幕
は
閉
じ
た
。

ブルーロード

青森県をイメージアップさせる50字提案募集

村
民
の
皆
さ
ん
、
来
年
は
蓬
田
村
を
会
場
に

ブ
ル
ー
ロ
ー
ド
グ
ル
メ
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
頤
い
し
ま
す
。
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元気に

長生き
痴 呆疾患予防

学習会レポート

▼痴呆（ボヶ）やねたきりを

防 ぐ 為 の 生 活 の 工 夫 や 、 病

気 に つ い て 学 ん で い ま す 。

▼テーマ

① 人生80年 をすこや かに生 きぬ こ う

ー メリハリのある生活のすごし方－

② 高 齢 者 の た め の､食 生 活

―骨 そし ょう症予防の 食事一

③ 在宅介護の保健福祉サービスを知ろう

④80 才になっても自分の歯でかみ味わおう

⑤ す ご し や す ぃ く ら し 方 の工 夫

一老人向け住宅改造 のポイントー

⑥ 痴呆の対応と在宅介護の心得について

●
高
齢

化
社
会

が
進
み
人
生
八

十
年
代

の
時
代

と
な
り
ま
し

た
。

。
ボ
ケ
た
く

な

い
”
　
。
ア

タ
リ

た
く
な

い
”
は
老
人

の
切

な
る
願

い
で

も
あ
り
ま
す
。

そ
こ

で
、
今
年
度

、
青
森
保
健
所

と
共
同

で
、

痴
呆
（

ボ
ケ

）
や
寝

た
き
り
等

を
防
ぐ

た
め

の
生
活
の
工

夫
や
病
気
等

に
つ
い

て
学

ぶ
こ
と
を

ね
ら
い
と
し

た
、
痴
呆

疾
患
予

防
学
習
会

を
、
よ
も

ぎ
温

泉
で

の
老
人

ク
ラ

ブ
交

流
会

や
機
能
訓
練

教

室
で
開
催
す

る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。

右
に
書

か
れ
た
テ

ー
マ
で
年
六
回

ず
つ

行
う
学
習
会

。
今
回

は
、
去
る
七
月
八

日
の
南
部

地
区

老
人

ク
ラ

ブ
交
流
会

で

の
様
子
を
報

告
し

た
い
と
思

い
ま
す
。

テ

ー
マ

ニ

咼
齢
者
の

た
め
の
食

生
活

▼

＾
骨
粗
し

ょ
う
症
予

防
の
食
事

゛

こ
の
日

の
参

加
者
は

約
四

十
名
。
蓬

田

村
を
担
当
し

て

い
る
青
森
保
健
所

の

野
宮
保
健
婦

か
ら
、
実

際
に
フ
ー
ド

モ

デ
ル
を
も
ち

い
て
、
健
康

で
長

生
き
の

食
事
の
秘
訣

を
具
体
的

に
お
話
し
し
て

も
ら
い
ま
し

た
。

ど
う
し

て
も
、
あ
り

あ
わ
せ

の
も
の
で
す
ま

せ
る
こ

と
が
多

く
な
り

が
ち
な
食
事
を

ふ
り
か
え
り

、

一
品
で
も
多
く
食
べ
る
努
力
が
大
事
な
こ

と
を
強
調

さ
れ
ま
し

た
。
話
の
内
容
を
ま

と
め
る

と
、
覚
え
て
ほ
し

い

ポ
イ

ン
ト

は
次
の
三

つ
で
す
。

剛
減
ら
し
て

よ

い
の

は
エ
ネ

ル
ギ
ー
源

で
あ

る
↓

ご
飯
は
一

日
三

膳
。

ご
飯
と

一
緒
に

め
ん
類
や

パ
ン
類
は
食
べ
な
い
。

太
る
も

と
で

あ
る
。

②

ボ
ケ
と
寝
た

き
り
の
も

と
に
な

る
病

気

「
脳
卒
中
」

を
減
ら
す

た
め
、

塩
分

を
減
ら
し
、
た

ん
ぱ
く
質

を
増
や
す
こ

と
↓

魚
や
肉

も
一
日
一
回

は
食

べ
る
こ

と
。
で
き

れ
ば
肉
よ
り
魚

を
多
く
食

べ

る
。
め
や
す

と
し

て
は
一

日
二

百

グ
ラ

ム
が
よ

い
。
豆

腐
か
納
豆

も
一
日
一

回

は
食

べ
て

ほ
し

い
。
煮
豆

で
も
よ

い
。

ま
た
、
野
菜

は
色
と
り

ど
り
の
も

の
を

一
日
三

百

グ
ラ

ム
は
必
ず

食

べ
て

ば
し

い
。

油
を

と
る
こ
と
も
大

事
。
野
菜

い

た
め
に
す

る
と

ビ
タ
ミ

ン
の
吸

収

が
と

て

も
よ

い
。

脳
卒
中

の
多

い
蓬
田

村
は
こ

の
部
分

が
と
て
も
大

事
で
す
。

Ⅲ

骨
粗
し

ょ
う
症
を
予

防
す

る
た
め
の

カ
ル
シ

ウ
ム
を
十
分

と
る
↓

牛
乳

は
一

日
二
本

。
飲

め
な
い
人
は

ヨ
ー
グ
ル
ト

や

ス
キ

ム
ミ

ル
ク
で
も
よ

い
。

村の保健に関するクイズ

に、思わず身をのりだし

て答える人もいます／

食
事
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
は
、
○
×

式
で
答
え
る
村
の
保
健
ク
イ
ズ
に
全
員

参
加
。
ま
だ
ま
だ
ボ
ヶ
て
は
い
ら
れ
な

い
と
楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

青森保健所の野宮保健婦より食事指導かありました



お
知
ら
せ

自
　
衛
　
官
　
募
　
集

左
記
の
種
目
に
つ
い
て
募
集
し
ま
す

①
一

般
曹
候
補

学
生
②
曹

候
補
士

③
航

空
学
生
④
二

等
陸
・
海
・
空
士

」
受
付

期
間

八
月
二

日
～

九
月

十
三

日

（
①
②

③
）

八
月
二

日
～

九
月
三

十
日

（
④
の
女
子

）

一

試
験
日

・
九
月

十
九
日

（
①
②

）

・
九
月

二
十
三

日
（
③

）

・

永
田

町

・

梅

雨
空
を

・

長

梅
雨

に

・

梅

雨
の

入
り

・
十
月
七
日

（
④
の
女
子

）

・
九
月
十
七

囗
（
④

の
卒

業
見

込
男
子

）

二

次
試
験
別
示

一

資
　

格

一

般
曹
候

補
生
　

高
卒
（
見
込

）

航

空

学

生

｝
二
十
一
才

未

満

の
男
女

曹

候
補
士

高
卒
（
見

込
）
二
十
七

歳
未

満
の
男
女

二

等
陸
・
海

・
空
士

十
八

才
以
上
二

十
七
才
未

満

の
男
女

●
新

規
高
卒

の
受

付
は
九
月
五

日

以

降

■
問

い
合
わ
せ

自
衛
隊
青
森

地
方
連
絡
部

青
森
募
集
事

務
所

電
話

○
一
七
七
三
一
五

）
一
七
五

一

晴
れ
る
か
梅
雨
の

眺
め
て
親
ｘ

洗
濯
か
か
え

頭
主
い
と

総

選
挙

吭
っ
て

る

マ

マ
弱

り

コ
ッ

プ

酒

蟹
田
警
察
署
か
ら

警
察
署
で

は
、
８
月
中

『
行
方
不

明
の
大
を

さ

が
す
相

談
所
』
を
開

設
し

て

お
り

ま
す
。

あ
な

た
の
身

内
や
近
所

に

○
　

病
気

を
苦
に
し

て
、
家
出
し

た
。

○
　

突
然
居
な
く

な
り
、
自
殺

で
も
し
て

い
る
の
で

は
な
い
か
。

○
　
出

稼
ぎ
に
行

き
、
途
中

か
ら
音
信

が
途
絶
え

た
。

な
ど
、
行
方

を
さ

が
し
て

お
ら

れ
る
方
の
た

め
に
開

く
相
談
所

で
す
。

現

在
、
家
出

人
の
数

は
、
全
国
で
且

、
Ξ
三
人

、
青
森
県
は
九（
六
人

と

な
っ
て
お
り

、
こ

れ
ら
、
行

方

が
わ

か
ら
な

い
、
音
信

が
な
い
方
の
中

に

は
、
事
故
死

や
病
死

、
あ

る
い
は
自
殺

、
ま

た
は
不

幸
に
し

て
犯
罪

の
被

害
者
と
な
る
な
ど
で
、
身
元
の
わ
か
ら
な
い
ま
ま
無
縁
仏
と
し
て
埋
葬
さ
れ

て
い
る
方
が
、
全
国
で
Ｉ
⊃

隔
九
体
、
青
森
県
は
一
四
三
体
も
あ
り
ま
す
。

こ

の
中

か
ら
一
体
で
も
身
元

の
確
認

が
で
き

る
よ
う

、
期
間
中

は
、

警
察
本
部
と
、
県
内
の
各
警
察
署
に
、
死
者
の
顔
写
真
を
備
え
、
家
出
人

を

さ
が
し

て

お
ら

れ
る
方
に
相

談
所
の
利
用

を
呼

び
か
け

て

お
り

ま
す
。

是
非
、
相
談
に
お
で
か
け
の
上
、
身
元
確
認
に

ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

特
別
保
証
制
度
の
ご
案
内

蓬
ｍ

村
で
は

、
地
域
中
小

企
業
者

の
経
営
の
安
定

と
発
展

の
た
め
に

必
要

な
事
業
資
金
に
つ
い
て
、
青
森
県
信
用
保
証
協
会
と
協
調
し
て
次
の
よ

う
な
特
別
保
証
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
大

い
に
ご
利
用
下
さ
い
。

▽

簡
易
小
口
資
金

保
証
金
額
　
五
〇
〇
万
円
　
利
　
息
　
年
率
六
・
八
〇
％
以
内

保
証
期
間
　
五
年
以
内
　
　

保
証
料
　
年
率
〇
・
八
五
％

詳
し

く
は
青
森
県

信
用
保
証
協

会
保
証
課

（

容
0
1
7
7

－

２
３
－
1

3
5
1

）
ま

た
は
農
林
水
産
課

（

登
２
７
－
2
1
1
1

）
　へ

お
問

い
合

わ
せ
下

さ

い
。

尚
　
政

年
　
栄

勝
　
子

昭
　
夫

・

老
の

身

が

・
梅

軍
が
明

け

・

長
梅

雨
に

・

パ
レ

ー

ド
の

梅
雨
が
明
け
る
と

子
供
は
天
国

居
躙
屯
廊
下
も

雅
子
の
笑
顔

病

抜

け

水

遊
び

物
干

場

梅

雨
も

晴
れ

民
生
課
か
ら

慰
霊
祭
は

８
月
2
0日
（
金
）

玉
松
台
で
行
い
ま

す農
林
水
産
課
か
ら

牧
場
ま
つ
り
は

８
月
2
9日
（
日
）

村
営
牧
場
で
行
い

ま
す

税
務
課
か
ら

８
月
は

個
人
村
民
税
２
期

国
民
健
康
保
険
税

２
期
の
納
期
で
す

藤
　

久

重
　
彦

清
　
乃

飄
　

一

梅
雨
開
け
ず
、
作
物
日
照

不
足
、
村
民
体
育
祭
も
雨
で

中
止
、
早
く
来
い
熱
い
夏
。

9 ●川柳北緯41°／お知らせ
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自
動
車
事
故
で
、
保
護
者
が
亡

く
な
っ
た
り
、
重
い
後
遺
症
で
働

け
な
く
な
っ
た
家
庭
の
子
供
を
対

象
に
、
中
学
校
卒
業
ま
で
育
英
資

金
を
無
利
子
で
お
貸
し
す
る
制
度

で
す
。

対
象
者
　
零
歳
か
ら
中
学
校
卒
業

ま
で
の
子
供

申
込
み
者
　
子
供
を
扶
養
し
て
い

る
保
護
者

貸
付
額
　
一
時
金
…
十
四
万
六
千

円
、
月
額
：
二

万
八
千
円
、
入
学

支
度
金
…
四
万
一
千
円
。

（
小
・
中
学
校
入
学
時
）

返
済
方
法
　
最
終
学
校
卒
業
後
、

割
賦
（
月
賦
・
半
年
賦
・
年
賦
）

に
よ
る
二
十
年
以
内
の
均
等
払
い

※
自
動
車
事
故
で
、
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
重
度
後
遺
障
害
者
に

は
、
介
護
料
支
給
制
度
も
あ
り
ま

す
。
問
合
せ
　
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン

タ
ー
青
森
支
所
（
3
9局
0
5
5
1

番
）
　へ

高
い
山
の
頂
に
残
っ
た
雪
渓
が
、

真
夏
の
強
烈
な
太
陽
を
受
け
て
白

銀
に
輝
く
さ
ま
は
、
心
洗
わ
れ
る

風
景
で
す
。
夏
山
登
山
の
魅
力
の

一
つ
は
、
こ
の
雪
渓
で
す
。

雪
渓
と
い
う
の
は
、
高
山
の
へ

こ
ん
だ
斜
面
や
深
い
渓
谷
を
う
ず

ほ

と

ん
ど
若

い
登
山

者
で

し

た
が

、

最

近

は
中
高

年
者

の
登

山
熱

が
盛

ん
に

な
り
、

多
く

の
人

が
雪

渓
を

楽

し
む

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
交

通

が

便
利
に

な
り

、
雪

渓

の
そ
ば

ま

で
車

道
が
で

き
、
雪

渓

バ
ス
ツ

ア

ー
で

カ
ラ

フ
ル

な
ス

キ

ー
ウ
ェ

ア

に
身

を
包

ん

だ
団

体

が
、

ど
っ

と
押
し

寄
せ

る
風

景

も
見

ら
れ
ま

す
。

こ
の

た
め

、
雪

渓
の

一
部

を

滑

走

禁
止

に
し
て

い

る
と
こ

ろ

も

あ
り

ま
す

。

八
月
一

～
七
日

は

、「
観
光

週
間
」

で

す
。

わ
た
し

た

ち

の
貴

重
な

観
光

資
源

（
自
然

や

名
所
・

旧
跡

な
ど

）
を

一

人

一
人
が

大

切
に
し

、
あ

と

か

ら
く

る
人

も
気
持

ち
よ

く

楽
し

め

る
よ
う

に
、

ル

ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
観
光
を
楽
し

み
ま
し
よ
つヽ
。

左
の
写
真
は
、
つ
ば
め
の
親
鳥

が
ひ
な
に
餌
を
与
え
て
い
る
様
子

を
、
坂
本
毅
（
中
沢
）
さ
ん
の
玄

関
で
撮
っ
た
も
の
で
す
。

三
年
程
前
に
つ
ぼ
め
が
表
札
の

上
に
巣
を
作
っ
た
も
の
で
場
所
が

場
所
だ
け
に
坂
本
さ
ん
も
困
り
顔

で
し
た
。

゛僕が釣ったんだい！(蓬田漁港で)

読
者

の
皆

さ
ん

が
お
持

ち
の
写

真
（
決
定

的
瞬
間
、
昔

の
様
子

が

わ
か

る
、
珍
し

い
、
お
も
し
ろ

い
）

が
あ
り

ま
し

た
ら

、
こ
の
コ

ー

ナ
ー
で

ご
紹
介
し
ま
す

の
で

ご
連

絡
下

さ

る
よ
う

お
願

い
し

ま
す
。

（
役
場
総
務
課
、
広
報
係
　
●
 
二
七
-
二
一
一
一
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交
通
遺
児
等

育
成
資
金
制
度

め

た
雪

が
、
夏

も
消
え

ず

に

残

っ
て

い

る
も

の
で

す
。
氷

河

の
侵

食
作

用

に
よ

っ
て
で

き
た

カ
ー
ル
　（
巻

き
谷

）
に
、

よ

く

見
ら

れ
ま
す

。

盛
夏

は

溶

け
て

し

ま
う

も
の

も
あ

り

ま
す

が
、
万

年

雪
と

し
て

残

っ
て

い

る
も
の

も
あ

り
ま

す
。

雪
渓

は
、

表
面

が
融

解
や

凍
結

を

繰
り

返
し
て

、
氷

の
よ
う

に
な

っ

て

い
ま
す

。

有

名
な

雪
渓

は
、

剣
岳

（
富

山

県
）
　の

剣
沢
雪

渓
、

立

山

（
富
山

くら
の
す
け
　
　
　
　しろ
うま

県

）
の
内

蔵
助

雪

渓
、
白
馬

岳
（
長

野

・
富
山

県
）

の
白

馬

大
雪

渓
な

ど
で

す

。
特

に
白
馬

は

、
お
花

畑

が

魅
力
で

す

。
雪

渓
の

あ

る
山

に

は

、
高

山
植

物
の

群
落

が
見

ら
れ

る
こ
と

が
多

い
の
で

す

。

以
前

は
、

雪
渓

ま
で

登

る
の
は

、

みんなの

写 真 館

歳
時
記

雪　渓
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こ
の
村
に
来
て

下

山
和
代
（
長
科
）
さ
ん

◇

ご
出
身

と
当
時

の
お
仕

事
は

森
田

村
で
育

ち
高
校
卒
業

後
、

東

京
の
電
機
会

社
に
就
職
し

ま
し

た
。
そ
の
後
、
青
森
に
帰
っ
て
青
森

市

内
の
会

社
に
勤

め
て

い
ま
し
た
。

◇
二

人
の
出
会

い
は

会
社
の
女
友

達
か
ら

キ
ャ

ン
プ

に
誘
わ

れ
ま
し

て
、
付

い
て
行
っ

た
ら
、
そ

の
キ
ャ

ン
プ
に
孝
（

夫
）

さ
ん
も
来
て

い
ま
し
て

…
そ
れ

が

初
対
面
で
す
。

◇

楽
し
み

は

夫

が
四
輪
駆

動
の

レ
ー
ス
に
出

た
り
し
て

い
ま
す

が
、
次
の
レ
ー

ス
に
私
も
挑

戦
し
ま
す

（
愛
車
は

ジ
ム
ニ
ー
）。
　

。

◇

ス
ポ
ー
ツ
は

小

学
校

か
ら
高
校
ま
で
ソ

フ
ト

ボ
ー
ル
を
し
て

い
ま
し

た
。

ポ

ジ

シ
ョ

ン
は

セ
カ
ン
ド
。
け

っ
こ
う

強
か

。
た
ん
で
す

よ
（
笑

い
）
。

◇

将
来
の
夢

特
に
あ
り
ま

せ
ん

が
、
親
子

加

元
気
で
平

々
几
々
に
暮
ら
せ
れ
ば
、

と
い
う

感
じ
で
す
。

◇
蓬
田

村
は

食

べ
物

が
お
い
し

い
／
・
カ
ニ
と

か
ホ
タ
テ

と

か
。

ま

だ
ト

マ
ト

は

食

べ
て
い
ま
せ

ん

が
。
あ

と
は
、

い
ろ
ん
な
グ

ル
ー

プ
や
団
体

が
あ

り

、
人
と
人

と
の
ふ
れ
あ
う
機

会

が
多

く
て

い
い
と
思

い
ま
す
。

そ

み
～
つ
け
た

れ
か
ら
村
に
お
願
い
が
あ
る
ん
で

す
け
ど

。車
の
レ
ー
ス
が
で
き
る

コ
ー
ス
″
を
作
っ
て
下
さ
い
。

◇
最
後
に

二
言

皆
さ
ん
に
早
く
私
の
名
前
と
、

顔
を
覚
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
も
頑
張
っ
て
覚
え
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

－

現
在
、
下
山
さ
ん
は
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
と
し
て
村
中
央
公
民
館

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
－

６５蓬田小学校の グランドに は

スプ リン クラーが ２堪設置さ

れてい ます。作動 ボタン一つ

で土の中から浮上し 直径四 十

メートル の範囲で水を拡故 す

る事ができます。強い西風 の

時 は、土ぼ こりで 悩 まされ て

い た阿弥陀川地 区 もこの スプ

リンクラーで解 消されました。

取材以後、レース出走直前の一コマ

～　　　　 ‥　 ‥ ‥ ‥‥８ 月 行 事 予 定 表 ］…………y………… ………… …… ……………｡宍･,’气
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ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

蓬
田
村
制
百
周
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
村
勢
要
覧
を
拝
見

し
、
誇
れ
る
故
郷
を
持
っ
た
事
を

幸
せ
に
感
じ
て
居
り
ま
す
。
私
は

村
を
離
れ
て
三
十
五
年
に
な
り
、

現
在
は
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

言

わ

れ

る

千

葉

県

流

山

市

に

住

ん

で

十
五

年

に
な
り

ま
し

た
。

江
戸

川

の
向

う

は

東

京

都
葛

飾
区

で
す

が
、

流

山

も

多

く

の

自

然

が
残

っ

て

い

て

雪

が
降

ら

な

い

の

で

農

家

も

一

年

中

野

菜

作

り

を

し

て

い

る
様

で

す

。市

の
人

口

は

十

四

万

人
で

す

が
、

急

な

人

口

増

に

市

の
財

政

が
追

い

つ

か

ず

老

人

福

祉

対

策

は

や

っ

と

こ

れ

か
ら

と

の

事

で

心

細

い
事

で

す

。

さ
て

私

は

石

油
関

連

の

タ

ン

ク

建

設

に

携

っ

て

お

り

、

国

内

及

び
海

外

出

張

も
長

期

に

わ

た

り

、

家

庭

も

子

供

の
教

育

も

全

て

妻

が

と
り

し

き

っ

て

来

ま
し

た
。〈
感
謝

〉

今

は

石

油

タ

ン

ク

の

建

設

も

ピ

お誕生おめでとうございます

Ｉ

ク
を
過

ぎ
、
現
在

は
羽
田
空
港

沖
合
展
開

事
業
の

給
油
施
設
工

事

を
担
当
し

て
居
り
ま
す
。
こ
の
工

事

は
文

字
通
り
主
要

な
空
港
機
能

を

現

在
地
か
ら
羽
田

沖
に
移

転
す

る

大

き
な
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

移

転
の
理
由

は
、
空
港

の
容
量

が

限

界
に
達
し

た
事
と

、
近

隣
住
民

に
対
す
る

騒
音
の
解
消

の
た
め
で

す

。
こ

の
空
港

が
完
成
す

る
と
現

在
の
年
間

発
着
回
数

が
十
九
万
回

か
ら
二

十
三
万

回

へ
と
増
大
さ
れ
、

騒
音
も

解
消
さ

れ
、
跡
地
は
都
市

公
園
等

に
利

用

さ
れ
ま
す
。
開
港

が
九
月
二

十
七
日

に
決
ま
っ
て

お

り
今

は
旅
客

タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
の

工

事
が

ピ
ー

ク
を
迎
え
て
居
り

ま

長　 男

二　 男

長　 女

二 女

三　 男

まさ たか

細 谷　 正 孝
忠　正

慶　子

忠　正

慶　千

寿

靖　子

誠　治

仁　美

秀　喜

富美子

のりひと細 谷　 慶 仁

稲 葉　 麻 衣

大 川　 千 夏

たかひろ
藤 田　 貴 大

ご結婚おめでとうございます

三
愛
プ
ラ

ン
ト
エ

業
（
株
）
開
発
事
業
本
部

部
長
補
 田
　

中
　

征

す
。
私
の
担
当
し
て
い
る
給
油
施

設
工
事
も
秒
読
み
に
入
り
、
遅
れ

が
許
さ
れ
な
い
た
め
、
日
夜
開
港

( 長　科)

( 弘前市)

勝
さ

ん

日
に
向
け
て
健
康
に
気
を
つ
け
な

が
ら
頑
張
っ
て
居
り
ま
す
。

蓬
田
村
の
花
「
は
ま
な
す
」
は

雅
子
妃
の
お
印
と
同
じ
花
、
蓬
田

村
の
益
々
の
御
発
展
を
お
祈
り
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

a4 も

･･現住所 ／〒270-01 干 葉県流山市野々

下６丁目613-6 /S0471 -44-6097 ･･･ 生

年月日 ／昭和12年10月30 日／･･出身／

瀬辺地 ／田中勇 次郎 氏二男･・家族構成

／妻 ・ひろ 子・長 女・晶子 （会社員 ）

二女・千晶（大学４ 年）卜・好きなも の

／ゴ ルフ・囲碁･･経歴 ／青森県 立青森

工業高等学校卒（昭 和31年３月 ）／三

愛プ ラントエ業（株）勤務～現在に至る。

訂
正
し
ま
す

先
月

７
月
号

、
け
っ

ぱ

る
蓬

田
人
で

、
森

志
朗
さ

ん
の
メ
モ

の
欄
で
、
次
女

の
お
名
前

に
誤
り

が
あ
り

ま
し

た
。「
環
か
ら
環
奈

と

訂
正

」

お
詫

び
申
し
上

げ

ま
す
。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口● 12

人口と世帯数

(６月30日現在)

総人口3,964 人

男　1,902 人
女　2,062 人

世帯数1,051 世帯

戸籍の

窓　口

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

６月受付分

松本　和久

小枝　優子
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